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日米両政府と国際原子力機関が福
島第一原発事故をふまえ，医師や看
護師，放射線技師などの医療関係者
や事故の初動対応にあたる消防署員
らを対象に米国から講師を招き被曝
事故に対する知識や対処方法を明日
から教育することになった。と昨日
の新聞に載っていました。未曾有の
原子力発電所の災害で多くのものが
被爆し汚染されています。土地や植
物や海，建物や現地で活動されてい
る機械類も或いは人間も内部被爆や
外部被爆といった症状を被っていま
す。ただ，この状態は絶対に克服し
なければなりません。
こんなことを考えながら災害復旧
の報道番組を見ていましたら「電気
が来たときには本当に嬉しかった，
電気の便利さを痛感しました」と被
災された方が言っていました。そこ
で気が付いたのですが，張本人の
電
・

気
・

は被爆されていないのではない
か，とそこで他に被爆されていない
ものを探してみたところ大きなもの
がありました。それは人間の心です。
この汚染されない心を持った人間が

いる限り，復旧・復興へ着々と進ん
でいくことと思います。
今の社会状況を見ますと政権党が
次の頭首選びの真っ最中です。多く
の人が立候補してグループ別による
数の集め合いをしているようです。
福島ではなく東京の特定の人達が内
部汚染されているのだと思われない
ようにお願いします。
また，冒頭の新聞記事で思ったの
ですが，日本の原子力や放射線の専
門家の方々，今現地で何日かボラン
ティアで働かせて貰えば，今後の研
究のかなりの進展になるのではない
でしょうか。
6月 8 日に宇宙に飛び立った古川
宇宙飛行士のことが震災の話題の陰
に隠れてしまい，殆どニュースで見
ることもありませんが，3年前の本
誌“ずいそう”でインタビューに答
えてくれた時，「早く宇宙に行って
みたい」と言っておりましたが，現
実になり喜ばしく思います。
最後に，今回執筆して下さった
方々，またその仲介をして下さった
方々，並びに編集を担当して下さっ
た方々，大変お世話になり有難うご
ざいました。
� （赤神・中村）

10 月号「情報化施工・IT 技術・ロボット化・自動化・自動制御特集」予告
・情報化施工推進戦略の状況
・中部地整　建設 ICT導入普及研究会の状況
・億首ダムでの情報化施工事例
・殿ダムにおける ICT情報化施工技術の導入
・�ネットワーク型RTK-GPS を用いた盛土品質管理システムの開発…
　ネットワーク型RTK-GPS の性能確認実験

・建設機械における情報化施工システムの活用
・情報化施工対応オプション「グレードコントロール」
・大災害に立ち向かうロボットの開発
・普賢岳無人化施工における最新技術
・水中建設機械のマニピュレータ化と操作インタフェース
・MMSの最新動向
・小型自律飛行ロボット（UAV）の活用による簡便な地物計測
・準天頂衛星測位システムのカーナビ・ITS 利用の動向
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